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ミズーリ・プランの単元構成
-初等社会科を中心に-

I.はじめに

昭和22年5月にF学習指導要領社会科編1 (試案)』

(小学校用)が,同年6月にF学習指導要領社会科編

I (試案) 』 (中等学校;第7-10学年用)が発行さ

れたことにより,わが国に社会科が正式に誕生した。

これらの学習指導要領の作成にあたり,前者はアメリ

カのヴァージニア・プラン((り)香,後者はミズ-リ

・プラン等を手がかりとしたことはよく知られている。

その点に関して,後者の作成責任者であった勝田守一

氏は, 「初等の方がFヴァージニア・プラン』に則っ

たのだということは, F学習指導要領』が出てからも,

もっぱら取りさたされたものであった。 ・-(中略)-

私は,中等(中学校・高等学校)のグループに属して

いたが,そこでは,アメリカのミズーリほか数州の

『コース・オブ・スタディ」を参考にし.さらに『公

民教師用書』とのつながりを考えていたO」 (②58)と

述べられている。

F学習指導要領社会科編[ (試案) 」の種本とされ

たヴァージニア・プランについては,既に数多くの紹

介がなされている。筆者も既にその内容構成の社会科

教育学的視点からの分析を行った(㊥)。ところが,

『学習指導要領社会科編1 (試案) 」の作成にあたっ

て主要な模範とされ,日本の中等社会科に大きな影響

を及ぼしたミズーリ・プランの内容について,本格的

な紹介を試みたt)のはわが国には全くといってよいほ

ど存在していない。戦後初期のカリキュラム運動に多

大な影響を与えた倉沢剛氏のr近代カリキュラム」 (誠

文堂新光社, 1948), r続近代カリキュラムj(誠文

堂新光社, 1950)においても,ヴァ-ジニ7 ・プラン,

カリフォルニア・プラン等のアメリカの著名なカリキ

ュラムの紹介はなされているが,ミズリー・プランは

含まれていないo　ミズー')　プランはどのようなカリ

キュラムであったのか,どのような統合を試みていた

のか,教育の口腔・内容・方法においてどのような特

色をもっていたのかは,現在わが国では全く知られて

いないのである。

そこで本稿では.ミズー<)　プラン研究の手始めと

して,初等カリキュラム全体を概観し,その中の一教

科として位際づナられている「社会科」 ( Social Studies )

木　　村　　博　　一

の目機・内容・方法の記述及び分析を試みる。特に本

稿では,ミズーリ・プランの紹介の意をこめて,記述

に重点をおきたい。ミズーリ・プランの中等社会科カ

リキュラムの紹介及び分析, 『学習指導要領社会科編

l (試案) 』との比較検討等については,次稿以後の

課題としたい。

1930年代から40年代にかけて,ミズーリ州では8 ・

4制の学校制度をとっている。つまり,日本の『学習

指導要額社会科柘Ⅱ (試案) 』が対象とした学年にあ

たるのは,ミズーリ州の初等学校の最後の二学年と,

中等学校の前半二学年ということになる。本稿でミズ

ーリ・プランの初等カリキュラムを取り上げるのは,

このような学校制度の相違により,ミズーリ・プラン

の初等社会科(特に高学年)からの日本の中等社会科

-の影響があったと考えられるからである。

また,アメリカにおける20世紀前半の初等社会科に

ついての研究は,中等社会科の研究と対比して少ない

といえる。その現状を考慮するとき, 1930-40年代に

作成されたミズーリ・プランの初等社会科カリキュラ

ムを考察する意義は大きいといえよう。

2.ミズーリ・プランの教育目標

初等学校用CL)ミズーリ・プランには, HCourseof

Study for Elementary Grades, 1937".とりCourse of

Study for Elementary Grades, 1946".がある(㊨)o

以下では,各々, 「1937年版」, 「1946年版」と略記

し,両者に共通な場合はミズーリ・プランと記す。

(1)学校教育の目標

教育目標に開して, 「1937年版」と「1946年版」で

は大きな変化はみられないo各々,究極の目標として

「社会の存続と改善( the perpetuation and improve-

mentloflsociety ) 」 (㊨ xvn), 「社会の福祉と存

続」 (㊨ll)を掲げている。ここでいう社会とはいう

までもなく民主社会のことである。この目標達成のた

めに, 「民主社会の基本要素」である個々の「子ども

たちの社会化( socialization ) 」 (㊨ XⅦ )がめざさ

れている。社会化された状態とは, 「自己の能力を十

分に活用できるように訓凍され」, 「社会福祉の精神

にあふれ」, 「社会に対する最大の奉仕をする」 (㊨

XII )ことができる状態とされているO具体的には,
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教育目標として, 「身体が蛍く健康であり,世界と世

界中の人々に対する正しい感覚をもち,思考力がよく

高められており,個性をよく表現でき,自らが生活し

ている集団・州・国家の福祉に貢献しうる行為をなせ

るような男女を育成すること」(ゥXX )がめざされ

ている。

"民主社会の存続と改善に貢献しうる資質を身につ

けた個人の育成"こそ,ミズーリ・プランの教育目標

であるということができよう。

(2)社会科の目標

ミズーリ・プランでは,社会科の学習は「児童が自

然的社会的環境を理解し.それを正しく認識し,その

環境に自己を適応させていく」 ((り365 )ことが目的

とされている。具体的には, 「相互依存関鼠　生存欲

求を満たすための適応,人々がより高い生活水準を求

めて移動を重ねる憤向,民主主義の成立過程を,社会

的に理解するO」(ゥ779 )ことが社会科の目標とされ

ている。つまり,相互依存関係等の様々な社会事象を

理解させ,社会に適応しうる民主的態度を育成するこ

とが社会科の目標とされているのである。現実の民主

社会を肯定し,その維持存続を図ろうとする姿勢の強

い教育目標ということができよう。

3, 「 1937年版」社会科カリキュラムの構成

「1937年版」では,それ以前のカリキュラムがきわめ

て分化的な教科カリキュラムであったことに対する反

省から, 「関連語教科の広領域教科への統合( thein-

tegration of related subjects into large field ) J (ゥ

XK )が行われている。当時の教科内容を統合する全国

的な傍向を反映したものである。社会科関係では,「歴

史物語(History Stories ) 」, T合衆国史( United

StatesHistory ) 」, 「ミズーリ州史(MissouriHis-

tory)」, 「地理(社会的) ( Geography(social)) 」,

「政治(Government)」 , 「公民的資質(Citizenship)」

の六つの旧教科が統合されて,新教科「社会科( Social

Studies)」となっている(⑤XXW)<いわゆる統合社

会科は,ミズーI)州においては1937年に一応形式的に

成立したということができる。なお,社会科と同時に成

立した他の広領域教科は,国語科,理科,芸術科,娯

楽科であり,算数科と農業科は従来の教科内容のまま

で教科として存置された。

この統合を行った理由として, 「1937年版」は「よ

り機能的な教科内容の精選( the selection of more and

more functionalsubjectmatter ) 」 (⑤Ⅶ )をあげ

ているo　この統合は「教科書や系統的な教科内容とい

った過去の価値ある蓄積を継承しなから,同時に,"坐

活カテゴリー"ともいうべき新しい機能的な教科区分

による学習の焦点化を図った」 (ゥXIX ) hのなので

あるO　この点を宍づけるように,ミズー>)プランは

伝統的語数打に対応した分化型の丑打害と.社会相等

の新教科に対応した統合型の教ffiォJの自由は選定使用を

認めている。つまり, 「1937年版」で成立した社会相

はmm腰月mm¥腰paasw副msamattixm　朋冒EJl

関係の伝統的詰教科の関連教打ということができるの

である。

「1937年版」の社会科カリキュラムは単元ごとに構

成されている.次頁の表Iはその単元表であるO

第1-3学年の社会科は「子どもたちが学校・家庭

・地域社会における諸々の関係を理解し認識するのを

指導することを通して.子どもたちの成長を促進する

こと」(㊥781 )を目的として構成されている.子ど

もたちが地域社会の生活に開通した内容についての理

解を高めることによって,その社会に適応していくこ

とがめざされているのである。第1-3学年の社会科

は,歴史・地理・公民の関連教科ではなく,社会生活

の総合的理解をめざすいわゆる総合社会科になってい

るということができる。

第4-6学年の社会科の各単元は,次の三つの観点

から設定されている。 「(1)子ともたちの毎日の生活に

密着した,子どもたちに見覚えのある社会活動につい

ての単元(2)人類が克服し適応していかなければなら

ない自然の力についての単元, (3)未来について批判的

に有意義に思考する際にもとづかねばならない過去の

社会生活の諸経験及びそれの未来に対する貢献につい

ての単元。」 ( ㊥782) (l)については第4学年の単元5,

第5学年の単元6,第6学年の単元2 ・ 3等があたる

とされている。つまり,社会生活の諸様相(特に社会

生活の主要機能)の理解をめざす単元である(2)につ

いては第4学年の単元1 - 2 - 4,第5学年の単元1,

第6学年の単元1 ・ 7等があたるとされているo地理

的内容の単元がそれにあたるわけである。(3)について

は第4学年の単元3,第5学年の単元3-4 -5,第

6学年の単元4があたるとされている。いうまでもな

く,歴史的内容の単元がそれにあたるわけである(2)

及び(3)に該当する各単元の内容は, 1937年以前に実践

されていた地理及び歴史の内容と大きな差違がないよ

うに配慮されている.このように第4-6学年の学習

内容は,社会生活の諸様相についての理解を深める総

合社会科的な内容を扱う単元と,地理的内容を扱う単

元,歴史的内容を扱う単元を並匿したものになってい

るのである。

第7 ・ 8学年は,二年間継続で合衆国史を履習し,

最後に政治についての単元を履習するようになってい

る。この合衆国史の内容も, 1937年以前の教科「合衆
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表I　「1937年版」初等社会科単元表(㊨)

窮

中 元 1 : t ^ f-O

単 元 2 :学 校 の パ I テ ィ

llllllll-
単 元 3 :家 族 は ど の よ うに 生 活 しI 働 い て い るか

単 元 4 : i; う ち

*- 単 元 5 :食 料 雑 貨店

午 単 元 6 : サー カ ス

単元 7 :飛 行 機

節
芸霊 去 …禁 竺 雷 雲 芸 諸 品 ㌫ ンズのイ げ イア ン

単元 3 : 郵 便 局 = 串元 3 =綿
チ
午

芸霊 告 雷 雲 錐 雷 雲 告 雷 雲 芸 雷 物 生産

窮

テ 】 マ : 人 間 は どの よ うに 環境 を変 え , ど のよ うに 適 応 し て き

た か

輯元 l : 地 球 誕 生の 物 語

川 単元 2 : 生 活 様式 の相 違 と 自然 条件 の 関 係 .

単元 3 : 地 中 海 と肥 沃 な 三 日月地 帯 の 大 昔の 人 々の 生 活 様式

( 歴 史 )

^f- 単元 4 = 今 日の 世界 の 諸 地域 の生 活 様 式 ( 地 理 )

$ 蝣

単元 5 : 良 業 の物 語

単元 6 : 快 適 で住 み よ い 住居 を作 るこ と を人 間 は ど の よ う に試

み て き たか

SB

テ ー マ : 発 明 と開 拓 に よ っ て人 間 は ど の よ うに 生 活 様 式 を変 え

て き たか

単元 1 = 将 来性 豊 か な 合 衆 国 ( 地 理 )

単元 2 : 人 間 は機 技 を 発 明 して どの よ う に生 活 様 式 を 変 えて き

五
た か

単元 3 : 晨 業か ら工 業 へ の変 化 ( 歴 史 )

学

単元 4 :環 隻 を 変 え よ うと した 人 間 の試 み が ア メ リカ の発 見 と

植民 地 化 を もた ら した ( 歴 史 )

単元 5 :豊 か な資 涙 を 求 めて の 西 部 開 拓 ( 歴 史 )

午

単元 6 : 輸送 手 段 の 改 善 に よ って 人 間 は 自然 を 克 服 す る 力を ど

の よ うに 高 め て き たの か

単元 7 : ア メ リカの 家族 生 活 の 変 容 一 概 民 地 時 代 の 自給 自足

か ら歳 済 的 相 互依 存 へ I

雛

テー マ : 人間 は 自己 の 活動 を 統 制 し. 美化 し, 管理 す る ため に

どの よ うに 努 力 して きた か

単 元 l : 人間 の 環 境 と して の 世 界 ( 地 理 )

単 元 2 :適 a は 私 た ちを どの よ うに精 ぴつ け ▼ 相 互依 存 を 高 め

て きた か

単元 3 :飼 葉の 物 語

単 元 4 : 人間 は 自 己 を統 治 す る 方 法 を どの よ う に学 んで きた か

芋 ( 歴 史 )

午

単 元 5 : 人間 の 生 活 tR式 は 社 会 施 設 の成 立 に ど の よ う に影 7! し.

社 会 施 設 に よ って どの よ う に影 下 され て い るか

単 元 6 :.人 間 の 食 べ 物の 物 語

単 元 7 = ミズー リ州 及 び州 と合 衆国 や 世 界 と の 関 係 ( 地 理 )

ォ

単元 1 :私 た ちの 文 化の 卒 直 な 俊

単 元 2 : ヨー ロ ッパ 人 が アメ リカ に や って 来 た ( 歴 史 )

単 元 3 : 丁 メ l) 力 へ の移 住 ( 歴 史 )

単 元 4 : イギ リス 人 的民 着 が ア メ リカ人 に な っ た ( 歴 史 )

単 元 5 : T メ l} カ 連 邦 の樹 立 ( 歴 史 )

七

八

単 元 6 : 新政 府 の船 出 ( 歴 史 )

単 元 7 :国 家 の 発 展 ( 歴 史 )

単 元 8 :地 区 の 砺 実 I 南 北 戦 争 ー ( 正 史 )

単 元 9 : 国賓 の 再哩 と発 展 ( 歴 史 )

単 元 10 :大 企 業の 勃 興 ( 歴 史 )

芋 単 元 11 :大 衆 の 反 乱 ( 正 史 )

午
単 元 12 :合 衆国 と 帝 国主 義 政 策 ( 歴 史 )

単 元 13 :力 の 時 代 ( 正 史 )

単 元 14 :丁 メ -) カ の由 外 進 出 ( 歴 史 )

単 元 15 : 新 しい フ ロ ン テ ィア ( 歴 史 )

単 元 16 : %L 1.ち の政 冊 I 人 々 の 下焦 l ( 公民 )
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国史」と隔たりのないように配慮されている。表Ⅱは

その中の単元4 :イギリス人植民者がアメリカ人にな

った,の指導の概略と活動例の一部である。

表Ⅲ 「1937年版」の単元例(抄) (⑤976-981)

確論芸能融:-イギリス人脈抑丁メ'J力人'"i-た
問題I :アメリカは民主主義への第一歩をどのように歩ん

だのか。

rdt】祖0 : Vせ13Nとの柑争t'tlたし.'.I*、。
閉局Ⅲ :なぜ紛争が独立戦争に発展したのか。
問題Ⅳ :弱小の植民者グループがどのようにして東大なヨ

-号as班BHl閉IlォJ閉t&t&Biaim
◎活　動

1.合衆国の略地図に, 1783年の粂約で設定された国境と,

他の国が範有を主張していた土地の範関を示しなさい0
2.ワシントンになった自分を想像しなさい。君の悩み,忠
れ,希望,革命成功-の掛、をCめた日記を古きなさい0

3.君たちは議会の一員として,成長しつつある商業・産
業資本の立場を代表しなさい。君たちには.債務を減少
させようと柵民地に課税したイギリス国会を追及し.文
書を書く仕事が割り当てられた。どのような論旨と理由
を君たちは用いるのか。

4.フランス国王である君に,大陸会議から,楢民地への
フランスの援助を求める手紙が届いた。君の決定とその
理由を書いて.返信を出しなさい。それから,宰相宛に
君の決定の`本当の'理由を書いた窮二の手紙を出しな
さい。

5　HfCLOMiこ7!..!>一良は大壷JSt>に'i'1.イギリス良

族との関係もできた。一族の主である君は.革命の資金
を出すように依頼された。それに対する返信に拒否の理
由を述べ.国王への忠誠を曲げない自分を正当化しなさい。

6.ボストンの君の倉庫には.数百箱の茶がある。君は.
イギr)スから君が売ることのできる値段よりt)はるかに

安い価格の茶を積んでまもなくやって来るとの情報を得
た。この価格の低さは税の低さによるものである。何か
対領it.こて1よ1-ttlU. Gil節減にMする0人tは*i*5.
安い方の茶を男うだろう。君は何をしますか。君の計画
をレポ-トに書きなさい。　　　　　(級.略)

子どもたちが知的疑問を抱きながら,合衆国史上の

諸々の人物の立場を共感的に理解しながら学習を進めて

いくように構成されている点が注目される。このよう

な構成は窮7 ・ 8学年の他の単元にも共通である。

以上のように, 「1937年版」の初等社会科カリキュ

ラムは,特に第4学年以降,歴史・地理・公民の関連

カリキュラムとしての性格が濃厚であるO「1937年版」

の社会科の章の第3節(Partm)には,単元ごとに目

揺,学習内容,学習活動m.評価法などが詳述されて

いるが,その前の第2節には,学年ごとに歴史・地理

・公民の内容のシラバスが示されている(歴史・地理

は第4-8学年,公民は第7-8学年)Oこれは,歴

史・地理・公民の内容に関するチェックリストとでも

いうべきものであり, 「合衆国史」等の伝統的諸教科

の教科内容より導かれたものである。表Iの中に,筆

者が(歴史) (地理) (公民)と付した各単元の内容

は,このシラバスの内容をストレートに反映したもの

になっている。 「1937年版」で成立した統合社会科は

歴史・地理・公民の内容を扱う各単元を並匿した関連

カリキュラムであり,社会科としてのまとまりに欠け

る段階にあったということができるのである。



4. 「1946年版」社会科カリキュラムの構成

「1946年版」において最も注目されるのは, 「社会

料,国語科,理科,芸術科は社会科をコア(Core)と

して統合教育計画を作成してもよい。但し,算数料と

農業科は独立教科として教授されるO」(㊥19)とされ

ている点である。この統合丑育計画(コア・カリキュ

ラム)を編成するのかどうか,どの程度の内容を統合

教育計画に組み入れるのかどうかは,各学校の自由と

されている。 「1937年版」で伝統的諸教科の広領域教

料-の統合が行われ,さらに「1946年版」でコア・カ

リキュラムへの統合が図られたのである。

社会科をコアとする統合教育計画を推進した理由と

して, 「1946年版」は「各教科領域の教材を大きな問

塔を中心として組織すること」によって,いいかえれ

ば, 「児童が受け入れた興味深い問題と関連させなが

ら学習を展開すること」によって, 「さらに大きな動

機が呼び起こされ,結果として,技能教科あるいは道

具教科といったすべての事柄の学習が効果的に行われ

るようになるからである。」(㊥18)と述べている。つ

まり,社会科の各単元の学習問塔を中心として,国語

料,理科,芸術科の学習が進められることが求められ

ているのである。

では, 「1946年版」の社会科の教科内容はどのよう

に構成されていたのであろうか。 「1946年版」におい

ても,社会科は歴史・地理・公民の内容を中心として

いることに変化はない。

表Ⅲは「1946年版」社会科の単元表である。第1-

3学年については, 「1937年版」のそれと比較して,

若干の単元の加除修正及び他学年への移動があるもの

の内容に大きな変化はない。第7-8学年も, 「1937

年版」と同様に合衆国史と政治を扱っており,大きな

変化はない。注目されるのは,第4-6学年である。

「1937年版」と比較して,歴史的・地理的内容を扱う

単元が大幅に増加している。特に第6学年にその憤向

が著しい。アフリカ,アジア,ヨーロッパについての

総合的学習を行う単元1-3と,中世以降のヨーロッ

パ史を中心とした学習を行う単元4-6から成ってい

る。 「1946年版」では,第4学年以降,歴史的・地理

的内容が大部分を占めているのである。

次に単元例の構成について考察しよう。次頁の表Ⅳ

は,第6学年の単元1 :広大な未開の大陸であるアフ

リカは東西の半球に経済的文化的に対応するという課

題を抱えている,のはば全文であるoこの単元は,ア

フリカの歴史及び地理に関する学習を行うことによっ

て,単元名の趣旨を児童が理解することをねらったも

のである。 「目標」にもみられるように, 「アフリカの

( 160)

表m H946年版_l初等社会科単元藁　Cifサ

窮

チ- t : 害軽と芋機は どのように構成 され. TJど t)Lつ乍鮎のた

めにどの よう-= 掩蔽 してい るか

単元 l : 家定
単元 2 : 学校

^ - 単元 3 : fc たちのペ -/ ト
午 単元 4 : %U たちの図評室

単元 5 = 私たちの休 日

顎

テI T : 私たちの生活はどのよう.: 地域社会の奉仕右の仕 事の

E,l忠をうけ- 影普 されてい るか

単元 1 : 允 fLt雑 1号店

単元 2 : 培土杜会の奉仕者

I- 単元 3 = 巴たちは堵土社会をどのように托すれはよいか

午 単元 4 : 缶甥

単元 5 : 飛行機

第

チ- マ : この地方の昔の人々はどのようにn Tt 環境に適応 し,

鍵全な抱的社会的環境を整える方法を学んだのか

ー l ,と A の イl 一.

千
単万 1 . U と 1 ン丁 イ7 /

坤元 〇 二閃H irt o i 枯午 中元 3 こV .t: '.0 人q

巾元 1 : lif: *-,!1)介 LJrム

顎

テー ・=・: II K * 什 とC1K H3時 は. 世界0 時平的rl ぷ他 方.l y f .

たちの璋土の歴 史と発展にどのように影押してきたか

単元 l = 私たちの住む埼土社会

四
単元 2 : 生活様式の相違は自然粂件の所産である

小元 3 二n ォ* 什は世界の."is a o t 杭け人の刷ォ?.蝣<.た らし

学
た

単元 4 : 人間は自然条件にどのように適応して きたか

午
】 虚 業の 語を例 として -

単元 5 : 人 r>iiま自然条件にどのように適応 してきたか

- 住居の物語を例として

V

テーマ : 人間の生活様式は西半球の発見l 移作▼ 拡大 によ って

どのように影℡され たか

単元 1 : 環境を変えようとした人間の試みがアメ リカの先見と

植民地化を もたらした

五
単元 2 : 豊かな資涙を求めての西部開拓

単元 3 : 将来性豊かな西半球

単元 4 : 輸送手段の改善によlI,て人間はどのよ うに自然を克服
学

午

する力を高めてきたか
単元 5 : 通信手段の改善によって人間はどのよ うに自然を克服

する力を高めてきたか

単元 6 = 人間は機械を発明して どのように生活様式を変えてき

たか

罪

テーマ = 東半球諸国の発展は西半球 の文化の進展にどのよ うに

貢献して きたか

単元 1 : 広大な未開の大陸 である7 7 IJ カは東西の半球に経済

的文化的に適応す るとい う問層 を抱えている

六
単元 2 : アジアの文化 . 人 口 . 経済資源の様 々fi形での世界へ

の流出は西半球の文化 に影響を及ぼ している

単元 3 = ヨーロッパで発達 した生活と労働の様式は私た ちの文
化に大 きく寄与してい る

蝣?-

午

単元 4 : 現代の文化は封建時代の生活 とは対照的 である

単元 5 : キ リス ト教文化とイ スラム教 文化の衝突であ る十字軍

は商業 と開拓の拡大を もたらした

単元 6 : 学習と創造に対する興味の復興であ るルネサンスは近

代の科学と芸術の発展 に房献した

第

テーl7 : 民主主義の理念にもとづいて新 しい西半球の文化はど

のように発達 し, 強力fl 連邦 国掌に結実 したのか

七
単元 1 : T メリカへの移住 と基嘩づ くり

単元 2 : 新政府aLJ船出

T -

午

単元 3 : 国家の発展
単元 4 : 地区の衝突

単元 5 ll 国家の再建 と発展
単元 6 : ミズ一-) 州及び州と合衆国や世界 との関係

競

テl マ : 合衆国の政治的経済的文化的 発展は私たちの国が世界

の リーダl となることをどのように可鰍 こしてきたか

八
単元 l : 線枕時代の詰問喝

単元 2 : 合衆国 と帝国主義政策

r
単元 3 : 民主主義をめざす世界大戦における私たちの役割

単元 4 ;政府 I 人々の 下僕 l

午 単元 5 : ラテン丁メ rJ 力と合衆国 一 再北半球の連帯の観立 ●

単元 6 : 私たちの文化の串直な偉



表Ⅳ　「1946年版」の単元例 (⑥446-451 )

第6学年単元1 :広大な未開の大陸であるT7 <i ilIま東西の半球に経済的文化的に対応するという詩趣を抱えている
I.要　　　旨( Overview

羽6-r-irLTl恥九は.良い悶;i*.Mottiioわ黒く人raの正史)と. *<蝣・>地理的ttォ上をht.こt-.)t-tてT門1" 1,丁　　う　　　丁.ヨ

・<と政界の大きな州ごとに地理と歴史を揺合的に扱うためには.内容は簡結にし.学習例も少なめにしなければならないO -(中崎)-・人間
の歴史を学習する際には.家庭,衣服,慣習.宗乱政治といった包材の学習がどのような頃合にも行われなければならない。そのことに対
応して,気候,地形.産業.交易といった題材でその地方や地域を概観する学習がなされるべきである。

単元1では.私f:ちの日はTフリカに向いている。この偉大な大陸は1850年以降,ヨ一。ッJ<と非常に密接な間係をもっている机　昔は黒
い神秘の大陸であった。もちろん　原始文明の発祥地であるエジプトとナイル川の物語は知られているが.その他のアフリカは知られていな

い。 1850年以降,探検隊と冒険者の大群が77リカの闇を突き破り.薫くべき物語を作り上げた。さらに.政府機【軌　商人.移作者,糾学者
が続いた。新世界には,ビグミ-衣,見知らぬ動物,見たこともない果実・花・昆虫,恐ろしい病気.巨大なJJlや滝.滅び去った文明の残骸
であるジンバブエが存在していた。金,ダイアモンド.象牙.ゴム,奴隷取引があるとの報告もなされた。ヨ-ロッバ諸国の人々は. FrLく

発見されたl宝島'を求め始めた。 19∽年までの半世紀の問に, 77'J力全土は探検しつくされ　ヨーロッパ列車によって分割された。争奪
戦の中で.原住民の幸福はほとんど顧みられなかった。この大陸の征服と搾取.原住民の不満は現代世界の問朋である。

D.目　　　標( Desired Attainments )
1　77リカのnrlとも更noPftr,

2.なぜ人口が希薄なのかの理鍵。

3　1L丸　山世.た蛙地~iVどOfl->';堆町的長け.-><>布につい

て一蝣>ォ]為。

4. 77)カの産物がよく通った世界交易路についての知識。

5　Mitt:liHか.工>.u出入品は何か. *仏的'^nたしnl巴

についての知識。

EE.単元への導入(Approach totheUnit )

(単元は次の活動例の一つを行うことによって導入されようE)

6_　Tフリカが合衆国と西半球にとってどれくらい価偶があるのかの理
解。

7.アフリカの未開発の資源と.その開発の可能性についての知戯0

8,地図を上手に使う習慣の強化。
9　理解しfiから読む習tFの載化0
10　地理的比較をする胃田の載化。
11他の諸国と比較しての合衆国の錘越性の認識o

^.ベル+I-額コンゴなどのアフリカのfcfcしろい地域についての物語を読む0
J3.輪還した軍人に77 IJ力での自分の経験を学級で話してもらう。
C. T7リカのある地域で撮影された映画を見て話し合う。

〟.内容の概略(Outline of Content )

く歴　史　的　側　面)

A. 77IJ力の最初の物語はエジプトで作られた。

1.ナイル峡谷は文明をはぐくむすはらしい環境であった。

2. K!Kl人はよき日IT?,に/'i蝣蝣>t.こ.

&.窯　　　b.土地と良法　　　C.習慣

q　四ISJ臆や雷HfLflHLIB転[JH雷i j.Mntr.ra.tj

3MI3那HaascE即E3S嗣era

L).地主が声望を待て耳族にtcった。

C.最大の費族が71ラオ.つまり.偉大な家の男~になった。

4.エジプト人は戦争に苦しめられfJ;かったので.高度な文明を形

蝿Lfこ.

鞄SdXSE閃MEJ　的VESXiB,遇x

h,エジプト人は巨大な基や寺尻を作ったe

c.ェジプト人は本を著し.数字や天文字を学んだ。

d・エジプト人は眉を作った.

5ー　エジプト人の宗鼓は諾々の活動を促進した。

6_　エジプト人*叢は大邸宅に住んでいた。

r/K3鞄EOSE輸朝EM四を抱的BBI.

9EX9弼LEEい間男!SS>

bl一人の71ラオがエジプト全土を征皿した.

C.トトメス3世.ラムセス2世などの77・ラオが国土を拡大し

た。

d.府関の3E同から軍隊がエジプトにやって来た。

B. Tv ijカのその純の物Bはヨ-。ヮ,{人lCよって作られた。

1.イ*''Jス人.フランス人,スペイン人.ポルトガル人.イタリ

ア人.ベル+I-人が77 JJカのほとんどを支Alした.

ォ2日甥但i iiTnsにHm

2.リペI)丁とエジプトはただ二つの独立国だった。

(その包土をノートに古く)

3_　南西T7'J力.独叡支Tフl)カ(タンがニーカ).トーゴ-ラ

ンr.カメルーンは.窮一次世界大戦前はrイツの植民地だった。

(それらがどのように分glされたのかをノートにかく)

4　K.T.の大仲T7'Iカi:ii.事くのtip墳RStあら.

4.両T7i;力遵弗　　b.フランス叙北77I)カとサ-ラ砂漠

C.赤道TフIJ力　　d.南T71力　C.エジプトとナイル川

5.現在のTフ')力の生産物と動向

6.ォ争している77IJカ諸国の野心と白的

aサEiL [H3班SEZti-E4B-C]由り玩

(161)

く地　理　的　側　面)

A.アフリカの位匠と大きさ

B. 77IJカの自然

I,サハラ砂漠

2_　コンゴ盆地

ォzォn ;a問

4.赤道T7ijカ

5,その他

f. A地域-OIKS.T Il色

i ma

2.降水Bt
3,地形

4.交通

5. An

6.位官と規模

mmmw:*A"s崩

I,ピタトlJTの滝

q　玩Ilj2jti3師

<KJHはmms蛸

E.亀大tI意味をもつアフリカの政治的分割

P. 77 rJわの工ISEil.

りMMil玩iB

2.重要な内陸都市



Y.本単元の授業展開のための学習方法と活動の例C Suggested Procedures and Acti、dties for Instruction21 Development of the Unit )
^.中心の伝動

l.広大UTフリカ大陸を飛行機で旅行する黒俊をするD

覧冒M2包EESJj邑STSW.WWiB悶胃を珂H"
3　T ''IうについてJIべて/./.こいIirai干i'tlこ.Tかせる。

・1　T蝣> 'Iカ0汀.QよLT)t店胃罰についてのfcassti. fti:. Clii->VJ
学習で取り範むプロジェクトを+どもたちに選択させる.

5. 77)カの産物と輪出入品.宴族や生活は式を示し1:スタラ-Jブ1-/ク

を提示する。
6.'アフリカの等高乱　降水量.柄生を示す拾地図を作らせる.
7_　粘土で船の模型を作り,丁フf)カ諸国の輪出入を対比させuがら示す。

8.時事を扱った新開や雑誌を用いて外交政策の字書をする。

EL tm九slsm恩田かヨfc,fi・*3g81閤IXti聖児f-T ES*-T
IO. 77リカの様々な生活様式を示す遠視百を作る。
日日サ.*J.liサ.1昭¥At^klm&i九玩ZE凶Uがes i jxvssasi viSi

iWFiiMaHHSKa班謂on由九fjffl朝ELLtfla田EE均1呂eus
示す。

vE.評　　価( Measuring Results)
A.テストの活用( 1.既製の単元テスト　　　2.裁Btrが作成したテスト
JL　単元の重要fl段階での対話

B. N2乃爪tl
壷BBS転旧軍HSSE4 !日野ESKi抱IiiE朋

甲Eサ,aサ問東面ロtMMS¥玩tamtaMiS琵Ere*

印　EEEMMSHElロ凶旧転MB玩SM&tiiH*M%xm*ii&mm
a ¥ m!PWMmimM3.iwi BHrtilw宙fォj.サjja,ォ<r.i喝軍

tt*r.a m+.*a

l　エソ1ト0モー*蝣i・orr^'-i-.-Mie的でき亡と亨亡J'_する。

Ll.丈輔0琉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　If!ォ5)
1.モーーt"のサaと当時のエジプトの人々の生活を括丙,装缶内,

11*にTる。
2.スフィンクスやビラミ　rtiとのエジプトのは童わの撰里を弘

田EamsxsizS

3.エジプトの壁貞や彰nについて芋胃し. tz*する。 (他嶋)
n. niwii)

1. 77')力尿住民の子孫であるTメリカ黒人の詰まを聞く。
ユ　KOレコーK5S!く。 ~Tイ一夕'fi旦白.守

3_　その他利用可監uテスト)

位匿と重要性の理解」 「なぜ人口が希薄なのかの理解

」等,アフリカの現況の諸側面についての理解がめざ

されている。また, 「内容の概略」の記述は,本単元の

ミニマム・エッセンシャルズを示したものであるが,

「並列式に,つまり一方が歴史的内容,もう一方が地

理的内容」(⑥367 )というように示されている。こ

の単元に閃してみれば,アフリカの歴史と地理を関連

させながら,アフリカについて総合的に理解すること

がめざされているのである。歴史的内容と地理的内容

をこのように並列式に配列したことは, 「これら二領

域が相互に密接な関連をもって展開されるように望ま

れた結果」 ((り367 )であり,第4学年以降のすべて

の単元がこのような記述形式になっている。 (但し,

第8学年の単元4 :政府一人々の下僕-を除く,

この単元には政治的内容の概略が示されている。)つ

まり, 「1946年版」は(特に第4学年以降)主に歴史

的内容と地理的内容の関連学習を行う教科として社会

科をとらえていたと考えられるのである。 「1937年

版」において,歴史的内容を扱う単元と地理的内容を

扱う単元が分離されていたことを考え合わせると,教

科論的に社会科に一歩前進せしめたのが「1946年版」と

いうことができるのである。

「学習方法と活動の例」の記述は, 「中心の活動(社

会科の活動) 」と「国語の活動」 「美術の活動」「音

楽の活動」に分けて記述されている。社会科の学習内

容・学習活動と関連させながら,国語,美術,音楽の

活動を児童が興味・関心をもって行うように構成されて

いるのである。 (理科の学習活動例は理科の各単元の

中に記述されており,理科は社会科をコアとする統合

教育計画に組み入れられなかったようである。)

ミズーリ・プランは,これらの「活動例」は「教師

に方向性を与えることを意図したもの」であり, 「授

業で展開されるべき事柄の例」なのであり, 「教師が

各単元のすべての活動例を活用することは期待されて

いない.」(⑥365-366 )と述べている.そして.学

習活動例のいくつかを活用しながら,教師が問題解決
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学習を組織することを求めている。 「単元を展開する

中で,教師は.子どもたちが単元の学習問題を設定し,

様々な活動の計画をたて,実行し,その成果を評価し

ていくように指導すべきである。」(ゥ779 )としてい

るのである。このような考え方は,「1937年版」 「1946

年版」に共通である。例えば, 「1946年版」は次のよ

うな問題解決過程を提示している。

表V　[1946年版」の問題解決過程例((り366)

く導　　　入)
日.呂BiB娼HjgjK^alT.'iea*

2,子ともたちの民有知識を確認する.
3.単元の閉局を提示する。それを解決することに子どもたちは只味
を示していく。

く展　　　開)

1.単元の問執こ開通した鉦鼓を話す.
2.疑raを出す。
3.教師と児童で計百をたてる。
t ^ *<ォfc-3日ESS品KH濫EI H
サy闇MB品罰HI旨iwm

6_　単元のある段階で直度経験を得るための遠足をする。遠足の前校
にグループ別の話し合いが行われるべきである。

iJ　琶LasssiltlJ価EEEsS当町を㌫KtHXtiト哲I.T.TOM眉印
HncireiiiaiM

m, l;'t l題51幽Ewasre^fl周を腿完E@
9_　表や図やグラフを詩いて掲示板に掲示する。
10_　単元の各段階で.芋害したことをまとめ,個人もしくは芋級の冊
子にする.

ll.単元の問題に関連したいくつかの疑問を解決するために.グル-
プで学習する.

‖芝　草nfagmfe.tii;aH塩msssm齢EH日邸むx
く伯　　　Lt)

L Ei尚BCga i.iMjimji旧HXH屈昆i@

2.単元で学習した事柄についての報告会の計百をたて.実行する。
3.掲示板や小冊子,参観日を活用して.子ともたちみんなで学習の

重要11缶所を発表する。

Hg fl題mm酌aEa iiTJ.iilEEi開1
5_　単元の内容とミニマム・エッセンシ十ルズについてのテストをす

る。

また,ミズー')　プランは, 「教材を単元に組織す

るのは,知識を習得し,技能を訓練し,態度・習慣・

情操を高めるための価直ある方法であるからであり,

そのことによって子どもたちの経験を広く豊かにする

ためである。」(⑤779 )とも述べている。つまり,ミ

ズーリ・プランは,各単元で子どもたちが問題解決学

習を行うことによって,知的側面(特に歴史的・地理

的内容の理解)と実践的側面(社会的態度`・能力)の

統一的な育成をねらったプランであるということがで



きるのである。

5.ミズーリ・プランの構成原理

以上のように考察したミズーリ・プランの構成原理

を一言で表わすならば, "折衷主義"ということがで

きる。伝統的に継承されてきた系統的かつ論理的な教

科内容の形態(例えば歴史・地理)や教科書の形態を

尊重している。と同時に,教育論・カリキュラム論の

新思潮である問題解決学習や教科内容の統合(統合社

会科),さらにはコア・カリキュラムまでを受入れて

いるのである。ミズーリ・プランは,漸新な教育論に

全面的に依拠してカリキュラムを抜本的に変革したも

のではなく,新旧双方の教育論・カリキュラム論の長

所をうまく折衷することを試みたプランであるという

ことができよう。いいかえれば,児童の問題解決的思

考に即して,地理・歴史の系統的内容を習得させる(さ

らに国語や芸術の能力をも相乗的に高める)ことを試

みたプランである。ミズーリ・プランは社会科におけ

る系統学習と問題解決学習の統一を試みた創初的なプ

ランとして評価できるのである。

しかし,ミズーリ・プランは, -単元の授業,一時

間の授業において,地理・歴史の諸々の知識を問題解

決学習によってどのように習得させていけばよいのか

を具体化した例を示していない。この点はコース・オ

ブ・スタディとしての性格上やむを得ない限界性とい

うことができよう。また,問題解決過程も例示されて

いるが(表V ),表面的である。問題解決学習の本質

に関わる,どのような問題を設定すればよいのか,問

題を解決するとはど.5いうことかの究明も不十分であ

るO　したがって,ミズ-))州の初等学校の教師は,実

際の授業において,其の問題解決学習を組綴すること

はできず,むしろ"アフリカについて調べて発表しよ

う"というような形式で,児童に興味関心をもたせな

がら地理・歴史の雑多な知識を習得させる学習を行う

ことが精一杯であったのではないかと考えられる0

6.おわりに

日本の小学校社会科の誕生の際に模範とされたヴァ

ージニア・プランと,中等社会科の主要な模範とされ

たミズー')プラン.両者の共通点は,教育目標とし

て"民主社会の存続と改善"を掲げ,学習方法原理と

して問題解決学習を採用していることであるOしかし,

次の二点は大きく相達している。

ヴァージニア・プランは社会生活の主要機能を子ど

もたちに理解させようとしたプランとして著名である。

社会機能掛こもとづくカリキュラム構成は,文化人類

学的観点によるものであり,国家を超えた社会を前提

としている(ョ)。日本では「無国籍な」社会認識を

育成するものと批判された(⑦22)。それに対して,

'ミズーリ・プランは,合衆国史を重視していたことに

もみられるように,国家を前提とした社会認識を育成

しようとしている。国家主義的傾向は,中等社会

でさらに虫化されている(ゥ)<

また,ヴァージニア・プランは社会的コモンセンス

としての知識(社会科学的な知識をも含めて)を習得

させることを意図していた。社会生活に関する多様な

一般的な知識の習得を目的としていた。生活を重視し

たプランだったのである(㊨)。それに対して,ミズー

リ・プランは地理・歴史の系統的知識の習得を重視し

たプランということができるO　ミズー')プランでは,

社会科は地理・歴史・公民の総合教科と考えられてい

たのである。
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